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京都府淀川流域におけるオオガタスジシマドジョウの記録

三内悠吾

A single female specimen of Cobitis magnostriata Nakajima, 
2012 (81.8 mm standard length) was collected from the Yodo 
River basin, Kyoto Prefecture, Japan. This species is endemic to 
the Lake Biwa-Yodo River system. The species has been previ-
ously recorded only from the Lake Biwa basin, Shiga Prefecture 
in the Lake Biwa-Yodo River system. This specimen suggests 
that unknown native populations are exist in the Yodo River ba-
sin, although it is possible to be introduced or flowed from the 
Lake Biwa basin, upstream of the Yodo River basin. More detail 
investigations by capture and genetic analysis are needed in or-
der to reveal whether the other populations are exists in the Yodo 
River basin and their origin.
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 Abstract

琵琶湖・淀川水系における魚類の分布について，琵

琶湖を含む鹿跳渓谷より上流側の水域と下流側の水域で

は環境が異なり，近縁種が側所的に分布する例が知られ

る（以下より，上流側を琵琶湖流域，下流側を淀川流

域と表記する）．例えば，ゼゼラ属魚類 Biwia Jordan and 

Fowler, 1903では，琵琶湖・淀川水系固有種のヨドゼゼラ

Biwia yodoensis Kawase and Hosoya, 2010が淀川流域，西

日本に広く分布するゼゼラ Biwia zezera (Ishikawa, 1895)が

琵琶湖流域を中心に分布する（Kawase and Hosoya, 2010; 

Watanabe et al., 2010）．ヨシノボリ属魚類 Rhinogobius Gill, 

1859 のうち近縁な 2 種である（Yamasaki et al., 2015），

琵琶湖・淀川水系固有種のビワヨシノボリ Rhinogobius 

biwaensis Takahashi and Okazaki, 2017と西日本に広く分布

するシマヒレヨシノボリ Rhinogobius tyoni Suzuki, Kimura 

and Shibukawa, 2019では，ビワヨシノボリが琵琶湖流域に，

シマヒレヨシノボリは近年，琵琶湖流域でも生息が確認さ

れたが，主に淀川流域に分布する（大阪府立環境農林水産

総合研究所，2013；京都府環境部自然環境保全課，2015；

尾崎ほか，2021）．前述のゼゼラ属 2種では遺伝子浸透が

（Watanabe et al., 2010），ヨシノボリ属 2種では交雑（明仁

ほか，2019）が知られている．しかし，琵琶湖・淀川水

系において側所的に分布するこのような近縁種間の正確な

分布パターンとその形成史は不明である．

琵琶湖・淀川水系において，シマドジョウ属魚類 Cobi-

tis Linnaeus, 1758は 5種 1亜種が分布する（中島・内山，

2017）．ニシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type B［以下，

シマドジョウ属魚類の和名と学名は中島ほか（2012）にし

たがう］，ビワコガタスジシマドジョウ Cobitis minamorii 

oumiensis Nakajima, 2012，オオガタスジシマドジョウ

Cobitis magnostriata Nakajima, 2012が上流側である琵琶湖

流域，オオシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type A，チュ

ウガタスジシマドジョウ Cobitis striata striata Ikeda, 1936，

ヨドコガタスジシマドジョウ Cobitis minamorii yodoensis 

Nakajima, 2012が下流側である淀川流域を中心に分布する

とされるが（上野ほか，1980; Kitagawa et al., 2003, 2005; 

Nakajima, 2012；中島ほか，2012；中島・内山，2017），そ

れぞれの詳細な生息範囲は不明である．なお，ヨドコガ

タスジシマドジョウは 1996年を最後に記録がなく（中島

ほか，2012），既に絶滅した可能性が高い．

オオガタスジシマドジョウは琵琶湖・淀川水系の固有

種であり，琵琶湖流域での記録はあるものの，下流側の

淀川流域ではこれまで報告されていない（天ケ瀬ダム魚

類等遡上・降下影響評価検討委員会，2007；中島・内山，

2017）．著者により，2022年 5月に淀川流域でオオガタス

ジシマドジョウ 1個体が捕獲された．当該標本は，琵琶湖・

淀川水系とその周辺地域の魚類相の成立過程や，他のシマ

ドジョウ属魚類との種間関係を考える上でも興味深い個体

であるため，ここに報告する．
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材料と方法
魚類の採捕には手網を用いた．保全上の観点から，本

報告では採捕した詳細な位置は公表しない．標本の作製，

写真撮影，固定方法は本村（2009）に準拠した．標本の観

察には 10%ホルマリン水溶液にて固定後，70%エタノー

ル水溶液中で保管したものを用い，標本の計数および計測

に関して，項目は Nakajima (2012)を参考に，頭長の計測

方法と胸鰭基部と腹鰭基部間の筋節数は Nakajima (2012)

に，その他の項目は中坊・中山（2013）にしたがい行っ

た．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm の精度で計測

した．標準体長は体長または SLと表記した．躯幹部斑紋

の定義は武田・藤江（1945）にしたがい，口髭の名称は中

島・内山（2017）にしたがった．本報告で採捕された魚

類の学名は，細谷（2015）および Kim et al. (2022)にした

がった．本報告で用いた標本は京都大学総合博物館（FAKU 

210881）に収蔵されている．

Cobitis magnostriata Nakajima, 2012

オオガタスジシマドジョウ
（Fig. 1; Table 1）

標本　FAKU 210881，雌，体長 81.8 mm，京都府淀川水

系，2022年 5月 29日，手網，三内悠吾．

記載　各部位の計測値を Table 1に示した．背鰭 iii+7，

胸鰭 i+7，腹鰭 ii+6，臀鰭 iii+5．胸鰭基部と腹鰭基部間の

筋節数 14．

3対の口髭を有し，第 1口髭は吻端，第 2口髭は上唇末端，

第 3口髭は下顎末端にある．第 2口髭は眼径と同程度の長

さであり，他 2対の口髭は第 2口髭よりも短い．体型は細

長く，やや側偏する．尾柄は比較的高く，尾柄高は SLの

9.6%．胸鰭基部に骨質盤は存在しない．

生鮮時の地色は黄白色．左右両方の頭部側面には吻端

から後頭部にかけて黒色の明瞭な縦線が１本ある．躯幹部

斑紋のうち L2と L4は欠ける．体側上方の L3は黒色で頭

部後端から背鰭直下まで眼径と同程度に太く明瞭な縦帯状

である．体側中央の L5は鰓蓋後端から尾鰭基底まで連続

し，黒色で眼径より太い明瞭な縦帯である．尾鰭基底には

眼径より大きな黒色斑が上下に 2つあり，上下が繋がりダ

ンベル状となる．各鰭は白色半透明である．尾鰭には黒色

の弧状横帯が 2列あり，前方の 1列は途切れ，後方の 1列

は尾鰭後縁を縁取る．背鰭には黒色の弧状縦帯が 2列あり，

末端の 1列は背鰭後縁を縁取る．

同定　第 2口髭が眼径と同程度の長さであること，尾

柄が比較的高いこと，L5が鰓蓋後端から尾鰭基底まで連

続する明瞭な太い縦帯であること，胸鰭基部と腹鰭基部間

の筋節数が 14であること，尾鰭基底には眼径より大きな

黒色斑 2つが上下で繋がること，尾鰭の弧状横帯は尾鰭後

縁を縁取ることなどの特徴が Nakajima (2012)が示したオ

Fig. 1. Fresh specimen of Cobitis magnostriata Nakajima, 2012 collected from Yodo River basin, Kyoto Prefecture, Japan (FAKU 
210881, 81.9 mm standard length).

Table 1. Proportional measurements of specimen (FAKU 
210881) of Cobitis magnostriata Nakajima, 2012 caught 
from Yodo River basin, Kyoto Prefecture, Japan.

Standard length (SL; mm) 81.8
Measurements (% of SL)
Head length 18.8
Body depth 14.6
Preanal Length 77.0
LPP 28.9
LPA 22.0
DCP 8.9
Measurements (% of HL)
Snout length 44.3
Eye diameter 14.2
LPP, length between pectoral-fin base and pelvic-fin origin; 
LPA, length between pelvic-fin base and anal-fin origin; DCP, 
depth of caudal peduncle; HL, head length.
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オガタスジシマドジョウ Cobitis magnostriataの特徴と一致

したため，本種に同定された．また，胸鰭基部に骨質盤が

ないことから雌と判断された．

備考　オオガタスジシマドジョウは琵琶湖流域での記
録はあるものの（天ケ瀬ダム魚類等遡上・降下影響評価検

討委員会，2007；中島・内山，2017），淀川流域での記録

はなく，本報告が淀川流域における初記録となる．琵琶湖

流域のオオガタスジシマドジョウの生活史について，琵琶

湖沿岸に生息し繁殖期に流入河川や水路に遡上する遡河回

遊型と，流入河川に周年にわたって生息する河川型の 2型

が知られている（中島・内山，2017）．採捕地点の周辺に

は住宅地が広がり，中野ほか（2015）が報告したオオガタ

スジシマドジョウの繁殖地に類似した環境はなく，付近の

合流する河川には横断工作物があり移動が困難であると考

えられる．したがって，本報告で報告された個体は淀川流

域における河川型の在来個体群の存在を示唆する．一方，

オオガタスジシマドジョウは各地で移入，定着した記録が

ある（梅村，2004；北原，2007；武内ほか，2011；東京島しょ

農林水産総合センター，2018；向井ほか，2019；甲府河川

国道事務所，2021）．オオガタスジシマドジョウは観賞用

に流通しており，本報告により得られた個体も琵琶湖流域

からの人為的な移入に由来する可能性も考えられる．また，

上流側の琵琶湖流域から偶発的に流下した個体である可能

性もある．淀川流域のオオガタスジシマドジョウの由来に

ついては，今後，本種の捕獲による詳細な分布調査や遺伝

解析による検討を行う必要がある．

本報告の採捕地点では，オオガタスジシマドジョウの

他に，ニホンウナギ Anguilla japonica Temminck and Sch-

legel, 1847，ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri Temminck and 

Schlegel, 1846，オイカワ Opsariichthys platypus (Temminck 

and Schlegel, 1846)，カマツカ Pseudogobio esocinus (Temmi-

nck and Schlegel, 1846)，チュウガタスジシマドジョウ，ナ

マズ Silurus asotus Linnaeus, 1758，アユ Plecoglossus altive-

lis altivelis (Temminck and Schlegel, 1846)，オオクチバス

Micropterus nigricans (Cuvier, 1828)，ブルーギル Lepomis 

macrochirus macrochirus Rafinesque, 1819，ウキゴリ Gymno-

gobius urotaenia (Hilgendorf, 1879)，ヌマチチブ Tridentiger 

brevispinis Katsuyama, Arai and Nakamura, 1972が著者によっ

て確認された．
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